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六甲山といわれて分からない

､人でも宝塚とか有馬温泉や千

里ニュｰタウン･大阪空港･芦

屋･西宮･淀川と聞けば大抵誰

もが土地感はもてるだろう.

この地質図幅地域はこうした

日本でも屈指の名所がひしめく川鱗灘灘

大阪平野の北西部にある一

東京首都圏と並んで人口過

義､蟻

密の関西の中心地でありベッ

ドタウンを擁するこの大阪平野

灘灘

周辺は高度成長の波にのり宅

地開発やゴルフ場などの建設が

推進され丘陵地帯が年々著し

く変貌を遂げている最たる地域

ともいえよう.

平野の地質は第四紀の問題で

あり床用地質･土木地質等工

事関連の問題であり実際目

常生活を送る人々の生々しい現

場の地盤･地下の問題でもある.

本地域の地質は主に六甲な

ど山地を構成するr基盤岩類｣

と丘陵及び平野部の｢被覆層｣

とからなる.基盤岩類は古

生層(丹波層群)白亜紀酸性火山岩類(有馬層群)及び花商

岩類(布引･石切山･土橋･六甲)である･被覆層は中新

世の神戸層群鮮新一更新世の大阪層群及びそれ以降の地層で

ある.

本地質図幅では特に大阪層群第四紀地殻変動六甲山の

風水害と河川工事(砂防ダム)などの災害史について詳細に記

述されている.

著者の藤田和夫･笠間太郎の両氏は芦屋市に住み30年以上

にわたり現われては直ぐ埋められる宅地造成や道路工事等に

よる小さな露頭も見逃すまいと地元の人達に密着しながらこ

の地域の地質の研究を続けておられる･しかし特に大阪層

群と段丘との関係平野と大阪湾の地下地質については未解決

の分野が多く藤田氏は永年悩み試行錯誤を重ね最近に

なって確信をもってまとめられる段階になったと述懐してお

られる.したがって本地質図幅は藤田氏のライフワｰクと

もいえる大作の巻頭を飾るものといえよう｡

それにしてもこの地域にはたくさんの活構造があり驚か

されてしまう.60万年以降の地層が0･5mm/年の変位速度

で変動して急傾斜したりあるいは断層で切られたりしてい

るのである.また忘れたころにやってくる災害にもくじけな

いで自然条件と闘いこれを克服しながらその土地に住ん

できた先人達の生命力と英知に驚嘆しないではいられない.

この地質図幅と報文はいろいろの事を読者に語りかけてく

れる､このr大阪西北部｣に引き続いて隣接のr神戸｣

r須磨｣及びr大阪西南部｣図幅が世の申に送り出される予定

であり印刷になるのが待ち遠しい.
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